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彙
　
　
報　
二
〇
一
九
年
一
月
〜
六
月

大

谷

学

会

◇
春
季
公
開
講
演
会

五
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

 

於　

講
堂

普
賢
行
と
は
何
か—

親
鸞
と
『
華
厳
経
』—

 

本
学
教
授　

織
田
顕
祐

西
行
と
芭
蕉
に
開
か
れ
る
親
鸞—
日
本
人
の

宗
教
心—

 

宗
教
学
者　

山
折
哲
雄

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

一
月
十
七
日
（
木
）
午
後
〇
時
二
十
分
〜

 

於　

尋
源
館
会
議
室

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
の
採
用
に
つ
い
て

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
投
稿
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
一
部
修
正
に
つ
い
て

・
そ
の
他

二
月
一
日
（
金
）
午
後
〇
時
〜

 

於　

尋
源
館
会
議
室

・
二
〇
一
八
年
度
「
一
般
研
究
」
に
つ
い
て

三
月
二
十
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
二
〇
一
九
年
度
「
特
定
研
究
・
指
定
研
究
」

等
の
研
究
組
織
・
研
究
計
画
に
つ
い
て

・
研
究
組
織
の
変
更
に
つ
い
て

五
月
十
日
（
金
）
午
後
〇
時
二
十
分
〜

 

於　

響
流
館
会
議
室

・
特
別
研
究
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
二
〇
一
九
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に

つ
い
て

◇
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

 

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議

一
月
三
十
一
日
（
木
）
午
後
〇
時
〜

 

於　

響
流
館
会
議
室

・
外
部
評
価
に
つ
い
て

・
Ｅ
Ｂ
Ｓ
百
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

・
そ
の
他

四
月
二
十
四
日
（
水
）
午
後
〇
時
二
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
二
〇
二
〇
年
度
以
降
の
私
立
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
に
つ
い
て

・
二
〇
一
八
年
度
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
二
〇
一
九
年
度
の
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て

・
そ
の
他

◇
二
〇
一
八
年
度
「
特
定
・
指
定
研
究
」

 

「
資
料
室
」
研
究
成
果
報
告
会

三
月
八
日
（
金
）
午
後
三
時
三
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
六
教
室

◇
二
〇
一
八
年
度
研
究
員
総
会

三
月
八
日
（
金
）
午
後
五
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
六
教
室　
　
　
　

 

慶
聞
館
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
４
Ｆ
南

真

宗

学

会

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
〇
号
発
行

 

（
三
月
十
日
）

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
一
号
発
行

 

（
三
月
十
五
日
）

◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会
並
び
に
総
会

五
月
十
四
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
七
教
室

親
鸞
に
学
ぶ 

本
学
教
授　

一
楽　

真
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◇
第
一
回
例
会

六
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
七
教
室

卒
業
論
文
梗
概
発
表
会

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
一
学
年　

四
名

仏

教

学

会

◇
修
士
・
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会
並
び
に

 
送
別
懇
親
会

一
月
十
五
日
（
火
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
七
教
室

修
士
・
卒
業
論
文
発
表
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、

そ
の
後
慶
聞
館
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
４
Ｆ
南
で

懇
親
会
を
行
っ
た
。

◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会

四
月
十
八
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
一
教
室

仏
教
の
聖
地
と
そ
れ
を
巡
る
仏
典

 

本
学
教
授　

山
本
和
彦

哲

学

会

◇
『
哲
學
論
集
』
第
六
十
五
号
発
行

 

（
二
月
二
十
八
日
）

〈
目
次
〉

論
文

暁
烏
敏
の
思
想—

そ
の
生
成
と
構
造—

（
一
）

 

村
山
保
史

民
間
医
療
復
興
の
地
域
的
特
徴
に
つ
い
て

　

—

東
北
タ
イ
・
サ
コ
ン
ナ
コ
ン
県
の
事
例

か
ら—

 

古
谷
伸
子

過
疎
地
域
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
の
方

策—

自
家
用
車
を
活
用
し
た
地
域
公
共
交

通
の
展
開—

 

野
村　

実

学
会
活
動
報
告

◇
春
季
研
究
会

三
月
四
日
（
月
）
午
後
三
時
三
十
分
〜

 

於　

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

　

—
最
近
の
研
究
動
向
と
今
後
の
展
望—

 
本
学
哲
学
科
准
教
授　

脇
坂
真
弥

「
仏
式
葬
儀
」
に
お
い
て
「
死
者
を
語
る
」
と

い
う
こ
と

　

—

「
記
憶
の
共
有
化
」
に
注
目
し
て—

 

本
学
社
会
学
専
攻
修
士
課
程　

磯
部
美
紀

◇
二
〇
一
九
年
度
哲
学
会
総
会
・

 

『
哲
學
論
集
』
第
六
十
五
号
合
評
会

六
月
六
日
（
木
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
三
〇
九
教
室

論
文
合
評

民
間
医
療
復
興
の
地
域
的
特
徴
に
つ
い
て

　

—

東
北
タ
イ
・
サ
コ
ン
ナ
コ
ン
県
の
事
例

か
ら—

 

本
学
現
代
社
会
学
科
講
師　

古
谷
伸
子

暁
烏
敏
の
思
想—

そ
の
生
成
と
構
造—

（
一
）

 

本
学
哲
学
科
教
授　

村
山
保
史

合
評
会
終
了
後
、
懇
親
会
及
び
新
入
会
員
歓

迎
会
を
行
っ
た
。

社

会

学

会

◇
公
開
講
演
会

六
月
十
九
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
一
〇
一
教
室

ゲ
ー
ム
に
ハ
マ
る
！
そ
れ
に
は
ワ
ケ
が
あ
る

 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー

 

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作C

G
uest

代
表

 

大
阪
羽
衣
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
講
師

 

羽
岡
浩
二
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国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
一
月
例
会

一
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

響
流
館
演
習
室
三

妙
好
人
と
は
誰
の
こ
と
か—

女
性
妙
好
人
と

小
児
妙
好
人
の
分
析—

 

谷
口
愛
沙

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
三
月
例
会

三
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
一
八
教
室

明
治
初
期
の
吉
野
川
分
水
計
画
と
東
本
願
寺

　

—

関
係
史
料
の
紹
介—

 

大
艸　

啓

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
五
月
例
会

五
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
〜

 

於　

響
流
館
演
習
室
三

〈
修
士
論
文
構
想
報
告
会
〉

平
安
時
代
の
法
隆
寺
の
動
向
〜
「
夢
殿
」
と

道
詮
を
巡
っ
て
〜 

小
野
崇
之

日
本
の
古
代
・
中
世
前
期
に
お
け
る
人
身
売

買 

切
通
広
貴

文

藝

学

会

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
二
号
発
行

 

（
三
月
Ａ
５
判
一
〇
六
頁
）

〈
目
次
〉

七
寺
本
『
清
浄
法
行
經
』
の
「
飜
刻
」
と
「
訓

讀
」
を
め
ぐ
っ
て—

翻
刻
と
訓
読
の
試
み

—
 

野
村
卓
美

『
鈴
鹿
の
物
語
』
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
つ

い
て 

安
藤
秀
幸

「
こ
の
雨
の
夜
に
こ
の
羅
生
門
の
上
で
」
考

　

—

古
典
の
な
か
の
「
羅
生
門
」—

 

中
川
眞
二

《
公
開
講
演
会
・
筆
録
》

三
好
達
治
の
〈
影
〉—

驢
馬
と
旅
す
る
詩
人—

 

國
中　

治

《
公
開
講
演
会
・
筆
録
》

見
え
な
い
も
の
を
表
現
す
る
こ
と

 

宇
佐
美
文
理

小
山
内
薫
「
正
直
も
の
」
に
つ
い
て
の
覚
え

書 

大
秦
一
浩

英

文

学

会

◇
『
英
文
学
会
会
報
』
第
四
十
五
号
発
行

 
（
三
月
十
日
）

〈
目
次
〉

「
納
屋
は
燃
え
る
」、「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」、
敗
戦

 

石
本
哲
子

英
語
教
育
に
お
け
る
英
語
史
と
文
学
に
つ
い

て—

英
文
法
を
軸
に—

 

浅
若
裕
彦

二
〇
一
八
年
度
卒
業
者
と
卒
業
論
文
題
目

学
会
だ
よ
り

国
語
教
育
学
会

◇
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

四
号
館
四
一
〇
二
教
室

物
語
文
の
情
景
描
写
に
つ
い
て—

「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
を
中
心
と
し
て—

 

足
立
夕
桂

読
書
単
元
の
指
導
法
〜
「
千
年
の
釘
に
い
ど

む
」
の
実
践
を
中
心
に
〜 

員
辨
一
人

物
語
教
材
の
指
導
法—

「
も
う
す
ぐ
雨
に
」

の
実
践
的
研
究—

 

浦
田
薫
子

単
元
「
漢
文
を
読
ん
で
み
よ
う
」
の
指
導
法

 

羽
根
田
翼

「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
」
の
指
導
法

 

春
名
美
緒

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
指
導
法—

「
森
へ
」
の

授
業
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

福
井
香
絵
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フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
教
材
の
指
導
法—

「
く
じ
ら

ぐ
も
」
の
実
践
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

守
野
あ
か
り

◇
『
大
谷
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
六
号
発
行

 

（
二
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

第
一
部　

大
谷
大
学
国
語
教
育
学
会
第
六
回

　
　
　
　

研
究
大
会
報
告

第
六
回
研
究
大
会
概
要

学
級
経
営
に
活
か
す
国
語
科
教
育—
言
語
活

動
を
重
視
し
た
取
り
組
み
か
ら—

 

望
月
謙
二

第
二
部　

研
究
論
文

「
深
い
学
び
」
へ
と
誘
う
国
語
科
学
習—

単
元

「
な
る
ほ
ど
！
く
い
ず
を
つ
く
ろ
う
」
の
分

析
か
ら—

 

増
永
雄
一
郎

説
明
的
な
文
章
の
指
導
に
関
す
る
一
考
察

　

—

小
学
校
第
一
学
年
「
じ
ど
う
車
く
ら
べ
」

の
授
業
実
践
を
通
し
て—

 

高
橋
由
衣

第
三
部　

二
〇
一
八
年
度
卒
業
論
文
発
表
会
・

　
　
　
　

卒
業
論
文

二
〇
一
八
年
度
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
報
告

二
〇
一
八
年
度
卒
業
論
文
七
編
（
題
目
・
氏

名
は
前
記
の
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
参
照
）

短

期

仏

教

科

◇
『
仏
教
研
究
紀
要
』
第
四
十
一
号
発
行

 

（
三
月
十
五
日
）

〈
目
次
〉

『
仏
教
研
究
紀
要
』
最
終
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

 

大
谷
大
学
学
長　

木
越　

康

聞
思
す
る
人
と
し
て
生
き
よ
う

 

仏
教
科
主
任　

三
木
彰
円

卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト
要
旨

卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト
全
文

本
願
の
名
号—

念
仏
と
は
何
か—

 

鮫
島
想
太

韋
提
希
の
救
い—

出
遇
い—

 

北
村
徳
子

弥
陀
の
誓
願—
「
い
の
ち
」
の
真—

 

光
澤
顕
也

研
究
課
題
名
別
卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト

一
覧

卒
業
研
究
・
修
了
レ
ポ
ー
ト
指
導
担
当
者
一

覧
短
仏
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と 
一
楽　

真

摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
づ
け
し
め
た
ま
う
な

り 

井
上
尚
実

研
究
室
を
憶
う
〜
二
〇
〇
二
〜 

山
田
恵
文

短
仏
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
「
こ
れ
か
ら
」

 

藤
元
雅
文

短
仏
で
の
学
び 

西
本
祐
攝

耳
を
傾
け
る
姿
勢

 

マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ

幼
児
教
育
保
育
科

◇
卒
業
研
究
発
表
会

一
月
九
日
（
水
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
六
教
室

各
ゼ
ミ
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表
者
九
名
に
よ

る
卒
業
研
究
発
表
会
を
行
っ
た
（
発
表
時
間

は
各
十
分
）。
二
学
年
合
同
で
行
い
、
質
疑
応

答
や
講
評
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
次
年

度
に
取
り
組
む
学
生
た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺

激
と
な
っ
た
。

◇
大
谷
幼
稚
園
児
に
よ
る
大
学
探
検
隊

六
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

 

於　

二
号
館　
　
　
　
　
　

 

講
堂
棟
多
目
的
ホ
ー
ル
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体
育
館
ア
リ
ー
ナ　
　

大
谷
幼
稚
園
と
の
交
流
行
事
の
一
環
で
、
大

学
内
の
施
設
を
利
用
し
た
遊
び
を
通
し
て
大

谷
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
と
幼
児
教
育
保
育

科
の
学
生
と
の
交
流
を
は
か
り
親
睦
を
深
め

る
目
的
で
実
施
。
午
前
中
は
、
園
児
と
学
生

が
ペ
ア
に
な
り
学
内
探
検
（
音
楽
室
で
の
楽

器
体
験
や
二
号
館
内
で
の
宝
探
し
、
そ
の
他
）

を
楽
し
み
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
一
緒
に
お
む

す
び
を
食
べ
交
流
を
深
め
た
後
、
午
後
か
ら
は
、

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
運
動
遊
び
（
五
種
目
）

を
行
っ
た
。
安
全
に
留
意
し
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
め
る
活
動
を
企
画
し
実
施
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
実
践

的
な
学
び
の
場
と
な
っ
た
。


